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＜連絡事項＞

· 青明舎・青山荘より、「あすなろ交流会」のお知らせあり。今年は、8月10日（水）に弘前文化センターにて行われる。参加希望者は青山荘または青明舎まで連絡する事。

· 課内研修が7月18日から22日までの5日間の予定で行われるため必ず参加すること。

· 7月8日の就労前準備段階プログラムは、ゲスト依頼の関係で午後に実施する。ゲストはナイトケア利用者の下妻　康貴様で「職親の体験談」について話していただく予定。

＜利用者様情報＞

・柳町　信之様～以前は全く無かったが、最近は疲労感を訴えプログラムを見学することがある。メンバーの話し掛けにはっきりとした強い口調で返答し、表情の硬さも目立つ。

＜外来より情報提供＞

· 長瀬　紘一郎様～昼の血圧測定で高値を示すため、少し体を休めてから測定するよう指導している。

· 柳町　信之様～手指振戦については、最近は無いとの事。全体的に「前よりは調子が良い」と話し

ている。

＜新規プログラム状況報告＞

【就労前準備段階プログラム】

・　大久保　康弘様～緊張度が高く、周囲の目を気にする態度が見られている。プログラム参加状況や毎週出る課題については、「今のところは大丈夫です」と答えているが、少し具体的に質問すると「あの時間はやっぱり緊張しますね」、「宿題は文章を書くのが…（苦手）」と話している。

・　関　秀治様～プログラム導入時に比べ、表情や態度から緊張は軽くなった様子。

・　中村　鶴子様～参加時は比較的リラックスして課題をこなしている。就労については、通所

　　　　　をうみねこ幸房に限定し、週５日の利用が安定してからと考えている様子。

・　田名部　一樹様～日頃から、挨拶の仕方や姿勢が気になるため注意している。体力作りのため運動プログラムに参加しているが、態度、表情からも参加意欲が感じられない。

【ＳＵＮＳＵＮ健康クラブ】

· 平　康子様～参加時の集中力は高く、的確な質問もよくしている。ただ、毎週出る課題については、

　　「字を知らないから…」と記入に時間がかかり、やや負担となっている様子。

· 大久保　康弘様～プログラム内容は比較的理解しているようだが、自身で立てた問題点や改善策は

適切なものではなく助言している。

· 中居　松男様、下村　藤江様～スタッフやメンバーが話をしている最中に、自身の意見を一方的に

話すため中断することがしばしばある。

＜通リハ評価＞

デイケア　古館　ヨリ　様（51）統合失調症
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＜検討内容＞

1 いつも寝癖がついていたり、同じ服を何日も着続けていることがある。また、洗濯は週に一度だけ行い、半乾きのまましまい込むため、時々臭いを放つことがある。

2 心配事や不安なことがあると、スタッフを替え何度も確認してくることがあり、スタッフ側の言い回しによってパニックになることもある。

＜今後の対応＞

1 寝癖、更衣等については、日頃から鏡を見るなどし確認するよう促す。洗濯や衣類の管理に

ついても、プログラムを通して具体的に指導していく。

2 窓口の一本化を図り、混乱を招かないようにしていく。そのため、担当者不在時以外は担当者が対応する。

